
 

 

 

 

 

 

鉛鉛鉛鉛フリーフリーフリーフリーののののリンドラーリンドラーリンドラーリンドラー触媒触媒触媒触媒

リンドラー触媒は、アルキンから cis-ア

ルケンを製造するのに有効な触媒であるが

炭酸カルシウムに担持したパラジウムを鉛

で修飾することにより、アルキンの水素添

加のみならず、アルケンやα,β-不飽和アル

デヒドの選択的水素添加等にも有効である 

１）。 

Evonik社では環境問題等の観点から鉛 

フリーのリンドラー触媒の開発を実施し、

従来の鉛による修飾に替わり、長年培った

粉末担体上の貴金属モルフォロジー制御技

術により、アルキンから cis-アルケンを製

造するのに有効な鉛フリーの触媒を開発し

た。この選択的水素添加を可能にするため、

蓄積したコロイド技術によりパラジウム結

晶サイズを最適化して配位可能な不飽和サ

イトの形成を行うと共に、これらのサイト

を被毒の少ない原子で配位し、Pd表面での

水素の溶解度を抑制するようデザインした。

このようなパラジウム結晶の制御は、鉛の

修飾が不要となるだけでなく、触媒活性も

大きく改良することが見出されている２）。 

貴金属粉末触媒は医薬や農薬分野等で長

年使用されてきているが、均一系触媒に比

較し反応制御が容易ではなかった。しかし

ながら、このような制御技術の積み重ねに

より、反応制御の可能性が拡大していくこ

とが期待される。 

 

文責：船橋英雄（エボニック デグサ ジャ

パン）
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